
位置を示す要素の1つである標高を測定する機器

常に視準線を水平に保つような構造をもち、広い範囲で用いられている。

水準測量　：　基準面からの沿直距離である標高を測る（高さの基準となる点を水準点という）

水準点を基準にして高低差を（比高）測る測量を水準測量という

特　長

本体内部の自動補正機構によって、レベル本体が傾いても補正範囲内であれば、視準線が自動的に水平になる。

気泡管によって視準線を水平にするティルティングレベルなどに比べ、取扱が簡単で作業も迅速に行える

ソキア

50-200-400-32

品種番号

40-03-063

重　量　（kg）

130 215
磁気制動
範囲±15'

レ　　ベ　　ル　（自動）

全　幅(mm）

適　用 品種番号

仕　様

ﾒｰｶｰ

全　長（mm）

40-03-063

倍率

B-2，21

30×

最短合焦距離

0.3ｍ
1°20'
100m先で2.3m

システムコード

本重量：1.7
ｹｰｽ：2.0kg

全　高（mm）視界 自動移動補正機構

135


